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水門部門においては､昭和53年度 も従来 より継 ている｡栽培試験計画を第 1表に示した｡
続 して来た水稲教播栽培の研究を主体として運営し
第 1表 栽培試験計画 (昭和53年度)
作 物 品 種 試 験 内 容 ほ 場 面積(アール)
水 稲〟′′ ト ヨ タ マ′′〟23 品 種 肥料試験 1, 2 号 田 126播種期試験密度試験品 試験保存栽培穂肥の効果試験除草剤の除草効果試験その他 3 号 田〟学 外 532412(13)
-All
果 樹 部 門
栄樹部門における1978年及び 1979年 における収
穫量は表に示すとおりである｡各は場における経過
概要はつぎに述べるようなものであった｡
1号園 モモ (4-7年生) :1979年3月､有機
物の補給 と樹冠下の雑草防除を目的にバーク堆肥を
5t/10a投入し､樹下に厚さ約 3cmQこ敷きつめた｡
雑草の生育密度は一般に抑えられたが､一部の雑草
(キク科及びイネ科)は極めて旺盛な発育を示 した｡
1979年2月8日と3月6日にそれぞれ規定濃度のマシ
ン油乳剤と石灰イオウ合剤を散布 した｡しかし､マ
シン油乳剤による薬害 と思われる障害が発生した｡
軽症の場合には基部芽のみ発芽し､結果母枝先端が
枯死 したので開花時に全て摘曹し､枝の切 り戻 しを
行 った｡また､重症の個体 1樹 と他の障害樹の 1主
されたが､若樹のため樹冠の拡大があり､収量は前
年より多かった｡
2号園 ブドウ､キャンベル ･ア-リー (7-8
年生) :1974年施 しT;ホウ素の過剰障害のため､
樹勢の低下がみられていたが､1979年にはほぼ順調
な生育に戻 った｡同年には-部の樹を用いて着葉数
と着色 との関係を調査したので､若干の収量低下が
みられたが､対前年度比は140%であった｡
3号園 キ ャンベル ..7J )- (8-9年生) :
1979年度収量は10a当り1.2tで､対前年度比116
%であった｡本園全体では8本亜主枝仕立て樹にお
いて末だ亜主枝が樹冠占有予定面積に満たないもの
がみられるので､今後 も若干の収量増は期待 され
る｡
4号園 ヒロハンブルグ (以下全て8-9年生) :
1978年一部の樹にトンネル被覆 を行 った｡1979年
には全樹を被覆 した｡被覆栽培により黒痘病に侵さ
れることなく生育は良好であった｡その結果､1978
年における収量の対前年比は328%であ り､1978年
のそれは241%やあった｡
スーパー ･ハンブルグ :本品種は栽培 し易い碍種
であるが､適正結果量が少な く1977年､ユ978年に
は10a当り1.2tを収穫 した｡しかし､1979年には
樹勢の低下が目立ったので目榛の2/3程度に減らし
た｡従って同年は減収となったが樹勢の回復は図ら
れた｡
巨峰 :1978年､1樹が枯死 した｡本品種に対し
ては結実安定化のためエセホン (B-995) の散布
を行っている｡1979年には結果過多で着色不良栄ま
で現われたにもかかわらず､10a当り収量は0.7t
と極めて少なかった｡今後の改善第としては新梢本
数の増加による葉面積の確保 と新梢生育の均-化を
図る予定である｡
マスカット･r,ベ-1)-A:同一栽培面積で2本主
枝樹 (一文字仕立)と4本亜主枝樹 (H型仕立)が
ある｡i979年度収量は前者が1.3t､ 後者はユ.0t
であった｡また､1978年､1979年 とも後者の樹勢
が弱いため､GAによる無核化栽培 を前者のみで
行っている｡
大温室 マスカット･オブ･アレキサン ドリア
(以下温室内は同品種) 1977年から1978年にかけ
ての収量増が顕著であった｡1978年､1979年の収量
増加は粒重の増加によるところが大きい｡すなわち
両年においてはほとんど550g以上の房で､ 1粒重
10g以上であった.また､1979年においては新梢
数を増加し､葉面積指数は2･,4であった｡
室内温度コントロール室 :1979年は新梢数を増
し､マスカット栽培の一般的結果枝数の2倍､3.3
ni当り23-24本を配したo葉面積指数は3.5-3.6
であった｡収量は10a当り2.7tであったが収穫期
が約 1ケ月遅れた｡従って適当な新梢数は18-20
杏 /3.3mg､葉面積指数3.0であると樋定している｡
地中温度コントロール室 :1978年は前年度の実
験の影響により極めて収量が少なかった｡1979年は
前年度遅伸びした結果母枝を用いて長梢勇定とした
が､発芽後の新梢管理が煩雑 となり､管理不充分で
あった｡
-42-
養水分コントロール室 :栽植当初 より実験用に供
されていたが樹勢が極めて弱いため､1978年元肥に
1ブロック (1.5mXl.5m)当 り60kgの 堆肥 を投
入し樹勢の回復を図っている｡
旧カキ園 :主体は約18-25年生の平核無である｡
毎年良好な結実を示 し､10a当 り2t程度は収穫さ
果樹部門における収穫量
れる｡近年､主枝先端の切 り返しによる樹高の低下
を堆めている｡
1号カヰ園 :1974年栽植 したに もかかわらず多
数の枯死株が出現 し､以後の補植 も不成績である｡
従 って1978年､西条の種子を播 き､実生を育昼中で
ある｡
ほ 場 種類または品種 1978年 1979年
ほ場当り 10a当り対前年比 ほ場当り 10a当り対前年比
1 号 園 モ モ ､ 砂 子 他 kg kg % kg kg %908.5 504.7 1371,26.8 681.6 135
2 号 固 キ ャ ンベル .7 - 7) - 1,699.5 485.6 256 2,383.0 680.9 140
3 号 園 キ ャンベ ル .ア - リ ー 3,793.5 1,083.9 139 4,398.5 1,256.7 116
4 号 園大 温 室 ヒ ロ ハ ン ブル グ 387.5 645.8 328 935.0 1,558.3 241
ス - ノ ヾ 一一 .ハ ン ブ ル グ 739.5 1,232.5 106 572.0 953.3 77
巨 で峰 282.0 栄525.0 139 377.0 ※698.1 134
マ ス カ ッ ト .ベ - リ ー A 1,905.0 1,587.5 156 2,368.0 1,9 73.3 124
マスカ ット.オブ .ア レキサ ンドリア′′カ キ ､乎 核 無他 811.5･1,623.0 13 9 958.0 1,916.0 119
室 内 温 度コントロール室 144.0 1,800.0 70 214.0 2,675.0 149
※ 枯死分の面積は除外 した｡
-43-
そ 菜 部 門
そ菜部門では､果菜類､葉茎葉類､根菜類の組み
合せの中から､輪作体系を考慮 して数種類を選んで
栽培を行 った｡また畑作センターの設置に伴い､従
釆栽培を行 ってきた種類の中で､集約度の高いもの
を主としてそ菜部門とし､一部を畑作センターへ移
した｡
露地栽培の春夏作では､ トマト､キュウリ､ナス
の果菜類を主とし､サ トイモおよびタマネギを栽培
した｡秋冬作はハクサイ､タマネギを栽培 した｡露
地栽培の延面積は39aであった｡
施設栽培はビニールハウスの水耕 を主体 として
行った｡ トマトの密植低段栽培法の技術を確立させ
るため､養水分吸収量を精密に測定しながら､断根
定植法の開発および培養液温度の収量におよぼす静
智の試験を行った｡さらに現在までに明らかにした
水耕栽培法を270mEのハウスを用いて実証栽培した｡
施設栽培の延面積は810m2であった｡
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畑作センターは本年度から設置したO これは､そ
薬類､麦 ･いも類および飼料作物を包括し､我国に
おける畑作物の合理的な輪作体系と土地の有効利用
をはかることを､畑作開場に基盤をおいて展開しよ
うとするものである｡そして､本年度から開始され
た1年次生を対象とした農学基礎実習において､作
物の栽培を通じて農学に対する基本的な素養を函養
する場とした｡
畑作センターで作付けたものは､そ薬類ではカボ
チャ､スイートコーン､エダマメ､キャベツ､ニン
ジン､ダイコン､カブであり､麦 ･いも類ではジャ
ガイモ､サツマイモ､ビールムギであった｡飼料作
物の栽培は津高牧場の担当であったが､そ菜部門お
よび津高牧場の飼料作物部門との緊密な連けいのも
とに輪作を行った｡栽培延面積は110aであった｡
昭和54年度そ菜部門および畑作センターの作付と収量
圃 場 前年度 45第 寛 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 次年度 品 種 収 量 10a当 り換算収量
1 号 圃 カボチ ャ15a 近 成 え び す kg kg
(ケイ酸質肥料試験) 1,306 871
9月12月タマネギ 5a0--L 淡 路 中 甲高 2号 2,604 5,207
20a /キャベツ8.5a 初 秋 2,828 3,3270---一一/-卜 {二二二二コ
ヤベツ .a 二 月 穫 6,154 5,5190 --.--也-√ ｢
2 号 園 6月⊂】夏 秋 節 成 2号強 力 米 寿 3,1621.796 6,3243.592
0--企-1二二二== コ
3月 トマ ト5a0---- -虹 一一一一､1二二二コ
3 ナス .a 長 者 335 1,3400-- ----虹 一一-1二二二二コ
サ トイモ5a lO E二二二二コ え ぐ い も 1,125 2,250
21.5a モロコシ a 438 1,460
ハクサイ.虹 耐 病 60 日 9,083 9,083
タマネギ苗1､5a 省 力 I 肯
:タマネギ 5a 淡 路 中 甲高
3 号 園 ノヽ0 レインヨ15a一.+一一一-一一｣:コ 男 し ゃ く 1メ - ク イ ー ノ 3.505 2,337
し-(牧草 16a) 白 鳥黒 田 五 寸 ､ 2631,1302701316 1,3152260540263
33a ダイコン5aカブ5a(牧草 18a) 本 紅 金 時葺きりり聖奄蔑耐 病 ひ か りか ぶ早 生 大 か
サツマイモ208【二二二二二コ ムギ20a4 号 園 3月()一一一 6月 高 系 14 号 5,416 2,707
20a 2月 3月0-- (⊃ [コ 成 城 17 号ハウスJra12707i' トマ ト270〝 (水耕)秋作は休閑 強 力段飛 びヨー.メ 1.426 5,281
マ
2月 3月(⊃ △ トマ ト1707t⊂コ (水耕､精密試験) 強 力段飛 びヨーズ 788 4,635
ハウスJra22707f ○ 果菜酋 1007t トマ ト170m7(水耕､精密試験)0-日 一一 一 一- 強 力段飛 びヨーズ 304 1,789
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北浜農 場
八浜農場の昭和53年度の運営 は､大型農業機械
による省力化された米麦一貫栽培体系を主体 としっ
Pも､米の生産過剰時代に対応 して､ビール麦の栽
培面積の拡大および水田における牧草 (ソルガム)
の栽培など､水田の広範な利用を計 った｡栽培の概
要は第 1表および第 2表に示 した｡
本年度の場合は水稲栽培時に塩分濃度の高いかん
がい水が流入 したため､塩害の徴候が認められ､米
の収量に意い影静をもたらした｡また水稲栽培ほ場
に隣接 してソルガム栽培は場を設けたため､排水の
効果が十分でなく､低収量であった｡今後の排水対
策の検討が必要である｡
第 1表 栽培面積 (昭和53年度)
ビール麦の栽培については､水稲収穫後直ちに砲
弾暗きょを既設の暗きょ (穴あき塩 ビパイプを埋没
し石炭殻で巻いたもの)に直角方向に入れ､そのう
えビール麦種子を播種直後 さらに明きょ(7m間隔)
を掘 って排水には十分に配慮 した｡そのためビール
麦栽培期間中の排水はおおむね良好であった｡
しかし八浜農場の土嚢は土佐がLiCと粘土質 で
あり､大型農業機械による作業は土壌をさらに圧密
にするため､排水不良になる傾向は常に認められる｡
その結果､土層の分イヒが遅れ､表層土中には末分解
の有機物が存在 し､それが還元性の黒色硫化物に変
化している個所 も多 く認められる｡このような土壌
作 物 品 (革)種 栽培 は場及び面積 (a)
水 稲′′ ア ケ ボ ノ 1号 田 2号 田 5号.田 6号 田 計
281 158 134 7 580
申 生 新 千 本 3号 田69 6号 田45 114
牧 草 ソ - ル ガ ム 4号 田81 81
第 2表 栽 培 の概 要
作 物 品種 (車種) 播 種 ■施肥量kg/10a 収 穫 期
播 種 期 様式 播種量kg/10a N. _ P205 K20
水 槽′′ ア ケ ボ ノ′′中 生 新 千本 5月9日-ノ15日 条播 8 15.0 14.4 14.1 11月2日-′10日
5月9日～12日 点播 6 14.1-13.9 13.7-13.5 /14.0-13.8 10月25日-′31日
5月30日-.6月1日 点播 6 14.9-ll.9 14.4.-ll.5 14.8-ll.8 10月16日-23日
牧 草 ソ ル ガ ム 5月27日 点播 5 12.8 12.8 12.8 8月10日-11日
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条件下においては作物根は障害を受け､作物生育は 題は排水不良田の改善である｡
低下する｡八浜農場における今後の重要で緊急な課
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津 高 級 場
津高牧場は昭和53年11月 に竣工式を行い､施設
的には一応の完成をみたが､まだ､建設の途上にあ
り､繁殖用雌子牛の導入や､機械類の補充な ど､
もっぱら内容の充実に力を注いだ｡
家 畜 は従来の方針 どお り､黒毛和種で も岡山
県 を原産 とする ｢千屋年｣の系統牛に限定 して導
入と増殖をはかった｡すなわち､昭和53年9月､12
月､54年3月と3回にわたって正統な ｢千屋牛｣18
頭を導入 し､52年度 までの導 入牛や当場産の子牛
を加え､下表に示すように､繁殖雌牛は30頭､育成
雌牛が17頭の大世帯 とな った｡ほかに､肥育牛や
試験用年を加えると､昭和54年9月 1日現在の総頭
数は67頭 と､ 1年前の2倍以上となったo
また､機械類では49馬力 トラクター､へイベイ
ラー､へイテッダー､ダンプトレーラー､プロ-ド
カスター､K型ローラー各 1台を購入して､草地管
理や乾草調製のシステムがほぼ整備された｡
かように粗飼料の自給態勢は充 実 したのである
が､本年は当牧場の混播牧草 (オ ーチ ャー ドグラ
ス､ トー ルフェスク等)と岡山農場の飼料作物 (ス
イートソルゴー)がともに､アワヨトウの大発生に
遭 って､かなりの収量減となった｡また､初期の造
成草地では充分な深耕を施 していなかったために､
表土が非常に浅 く､収量のあが りにくいのが問題点
津高牧場の飼育牛異動状況
であった｡そのため､本年は2号草地 (約 2ha)､6
号草地 (約 1ha)について深耕による草地の更新を
行ったが､頭数の増加に伴なって今後 も毎年､この
程度の草地更新や､自然林からの草地造成が必要と
思われる｡なお､本年は集中豪雨によって数か所の
土砂崩れが発生 したが､これらはいずれも道路用地
とするために土を削った場所であり､通常の造成草
地には被害が発生していない｡
当牧場は繁殖から肥育までの一貫経営をめざして
いるので､牛の繁殖成績は最大の問題であるが､
当場飼育年 の繁殖成績不良は当面の課題 となっ
ている｡ これについては､たん白質やエネルギーな
ど通常の栄養面㌍けでなく､特殊な栄養障害による
ものではないかと考え､各方面の研究を開始してい
る｡
実習教育の面では､通常の農場実習のほかに当牧
場の宿泊施設を利用 して､ 7月には農学実習の前半
部を2泊 3日で実施､8月には島根大学学生を迎え
て4泊 5日の畜産実習 (津高牧場実習) 1単位を実
施した｡まだ研究面では充分な成果のあがる段階に
達していないが､本年実施したホルスタイン種雄子
牛の晒育試験では初生子牛の晴青におけるサイレー
ジ給与の効果が確かめられている｡
項 目 黒 毛 和 種 乳 用 種 合 計
堰 雄 ..去勢 試験用雌 牛 肥育用雄子年子 牛 .育成牛 繁殖年 肥育ヰ 子 牛 肥育ヰ
53. 9. 1現在 0 1 20 0 0 3 1 7 32
年間異 堰 購 入 9 18 1 - - 4 2 8 29
生 産 4 13
振 替 7 9 - - 20
演 振 替 7 9 - 4 - 20
動 へ い死売 ,却 - 7 07
各種目の月令は､子牛 :8か月未満､育成牛 :8-18か月､繁殖牛 :18か月以上､肥育牛 :8か月以上
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沿 革
本島農場は旧臨海実験所の用地の一部 (1.3110ha)
が昭和39年2月14日農学部に用途変更 され､附属
農場本島農場 として発足 した｡
本島は瀬戸内海の中央部に位置し､気候温硬で降
雨量少なく､地中海性気候に似ているため､亜熱帯
植物研究施設として岡山農場では栽培困難な亜熱帯
産植物の栽培を試みた (第 1表)｡ 用途変更に先立
ち昭和 38年 より耕地造成 を行い､潜水用ポンプ､
配水施設を備え､柑橘及びヤシ類 を植栽 し､翌39
年には温州 ミカンを導入 したQ 昭和42年 までに作
付可能な用地の大部分を開園し､ユーカリ､アカシ
ア､モクマオウ､ヤシ､オリーブ､柑橘等 を導入
し､管理舎兼倉庫を建設 し､長期臨時雇用の管理人
第 1表 昭和53年度月別気温
1名及び臨時雇用者 2名を配 し､50年 4月 よ り前
任者の退任に伴い専任技官 1名を配 して現在に至 っ
ている｡
本島農場の有効な利用をはかるべ く学生宿泊施設
の設置を要求していたが､昭和54年3月収容人員30
名､建坪369.8mpの宿泊施設が竣工した｡従来より
園芸学科 4回生を対象とした農場特別実習の一環と
して年 2回の日帰 り実習を行 ってきたが､本年度よ
り1泊2日の実習を7月と12月の ミカンの管理 ･収
穫実習 として課 した｡なお本施 設 は附属農場 の教
育 ･研究に支障のない範囲において夏期期間中は
｢海の家｣ として閲放され､教職員の福利厚生にも
活用 されている｡また本年度末には同地に職員宿舎
3戸が竣工する予定である (第 1図)｡
(岡山県気象月報 昭和53年特別号-岡山地方気象台)
～ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 平均
岡山 最 高 9.1 8.9 13.5 19.0 24.3 27.4 33.0 33.3 28.6 22.1 16.6 12.4 20.7
最 低 0.6 - 1.7 1.4 7.3 13.5 18.3 23.7 23.5 19.8 ll.7 6.2 1.2 10.5
平 均 4.9 3.6 7.5 13.2 18.9 22.9 28.4 28.4 24.2 16.9 ll.4 6.8 15.6
長良 最 高 8.7 8.4 12.1 17.4 21.7 24.8 30.3 31.0 27.8 21.7 16.5 12.6 19.4
最 低 2.4 0.7 3.4 8.9 14.7 19.1 24.5 25.2 21.4 14.2 9.3 4.5 12.3
平 均 5.6 4.6 7.8 13.2 18.2 22.0 27.4 28.1 24.7 18.0 12.8 8.6 15.9
隻岡 最 高 9.0 8.2 12.6 18.2 23.4 27.2 33.5 33,5 29.0 21.9 16.6 12.6 20.5
最 低 1.5 -0.2 3.1 8.7 14.0 18.9 24.7 24.7_. 20.9 12.9 7.3 2.7 11ー6
※ 本島における気象観測 デ ータがないので､島 しょ部における観測として長島 (岡山とほぼ同一緯度)
及び県内陸部の最南部 と して笠岡 (岡山と本島の中間緯度)､の観測データを参考に載せた｡本島は上
記長島及び笠岡より南で 内海中央 に位置するため､ さらに温暖な気象条件下にあるもの と思われる｡
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運 営
昭和53年度の予算は亜熱帯植物研究施設として
の特別予算3,249千円 により運営され､支出の大半
は人件費であった｡収入は838千円であり､大半は
ミカンによっており､なかでも温州 ミカンと甘夏 ミ
カンがほとんどを占めていた｡根付きの花木類 も生
産しているが､地力 ･耕土の問題から､今後は土と
共に出荷するような苗木の生産は廃止する予定であ
る｡また枝物の生産 も行 っているがこれ らは全て丸
亀市まで船便にて出荷 しており､一部の樹種を除い
て労働生産性が意 く､そのようなものは見本樹とし
ての利用にとどめたい｡なお本農場に栽植されてい
第 2表 本島農場植栽樹種
る樹種については第 2表に示す｡開場以来､亜熱帯
植物研究施設としての運営が計られて釆たが､現在
ではその種類､本数 も限 られ､運営上収入に役立っ
ているもの以外は見本樹としての性格が強い｡なお
宿泊施設の設置に伴い､本農場の有効的利用をはか
るべき再検討の時期にきている｡ これについては､
教育 ･研究に資する大学附属農場 としての本農場の
あり方や､遠隔地であり交通の便が惑いこと､地味
が痩せており用水が充分でないこと､また島しょ部
に属し気候温暖であることなどの立地条件や､農業
を取 り巻く社会情勢等をよく踏まえて､鋭意検討さ
れる必要がある｡
ミカ ン科
ヤ シ 科
フトモモ科
マ メ 科
そ の 他
????
??
???????
?
?
?
?
?
?
?
???
?
?
?
コ コ ヤ シ
カ ナ リ ー ヤ シ
ワ シ ン ト ン ヤ シ
コ マ ル バ ユ ー カ リ
コ)t'ダ ー タユ ー カ リ
ア カ バ ゴ ム ノ キ
サ メ カ ワ ブ ラ シ ノ キ
マ ヰ バ ブ ラ シ ノ キ
銀 葉 ア カ シ ア
三 角 葉 ア カ シ ア
笹 葉 ア カ シ ア
柳 葉 ア カ シ ア
長 葉 ア カ シ ア
シロバナセ ッカユニシダ
サ ツ キ
サ ザ ン カ
ッ パ ヰ
シ キ ミ
ナ ン テ ン
モ ク マ オ ウ
ク チ ナ シ
パ ン パ ス グ ラ ス
ツ ゲ
オ リ ー ブ 教 程
Citrus unshu MAR(〕OVIでOH
C.natsudaidai HAYATA
C.1imon BuRM.
C.sudachi HoRT.et S‡iIRAI
Coc°snucifera L.
Phenix conariensishort.ex CHABAUD
Washingtonia filHera WENDL.
Eucalyptuspulverulenta SIMS
E.cordata LAB
E.sideroxylon CuNN.
Callistemon coccineus F.V.MuELL.
C.rlgidus R.Br
Acacia baileyana F.Ⅴ.MUELL.
A.cultriformis CuNN.
A.neriifolia CuNN.
A.longifolia WILLD.
Cytisus leucanthusWALDST.etKIT.
Rhododendron laleritium PLANOH.
Camellia sasanqua THUNB.
C.japonica L.
11日cium religlOSum SIEB.et Zt川 0.
Nandina domestica THUNB.
Casuarina s.tricta AIT･
Gardenia jasminoides ELLIS.
Cortaderia argentea STAPE.
Buxusmicrophylla SIEB･et Zuoo.
01ea europaea L.
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